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【条例】

番 号 表 題 担当課名

１※ 徳島県公立学校情報機器整備基金条例 教育委員会

【規則】

番 号 表 題 担当課名

１※ 徳島県技能検定実技試験手数料規則の一部 産業人材育成

を改正する規則 センター



【
公
布
さ
れ
た
条
例
等
の
あ
ら
ま
し
】

●

徳
島
県
公
立
学
校
情
報
機
器
整
備
基
金
条
例
（
条
例
第
一
号
）

一

県
又
は
市
町
村
が
行
う
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
に
お
け
る
情
報
機
器
の
整
備
に
係
る
事
業
に
要

す
る
経
費
に
充
て
る
た
め
、
徳
島
県
公
立
学
校
情
報
機
器
整
備
基
金
（
以
下
「
基
金
」
と
い
う
。
）

を
設
置
す
る
こ
と
と
し
た
。

二

基
金
と
し
て
積
み
立
て
る
額
は
、
予
算
で
定
め
る
額
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

三

基
金
は
、
一
の
事
業
の
財
源
に
充
て
る
場
合
に
限
り
、
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。

四

基
金
の
管
理
、
運
用
益
金
の
処
理
等
に
つ
い
て
、
所
要
の
規
定
を
設
け
る
こ
と
と
し
た
。

五

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
令
和
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
る
一
の
事

業
に
要
す
る
経
費
等
の
精
算
が
完
了
す
る
日
限
り
、
そ
の
効
力
を
失
う
こ
と
と
し
た
。

●

徳
島
県
技
能
検
定
実
技
試
験
手
数
料
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
規
則
第
一
号
）

一

二
級
の
技
能
検
定
実
技
試
験
に
つ
い
て
、
手
数
料
の
軽
減
措
置
を
廃
止
す
る
こ
と
と
し
た
。

二

三
級
の
技
能
検
定
実
技
試
験
に
つ
い
て
、
手
数
料
の
軽
減
措
置
の
対
象
年
齢
を
二
十
五
歳
未
満
か

ら
二
十
三
歳
未
満
に
変
更
す
る
と
と
も
に
、
雇
用
保
険
法
に
規
定
す
る
被
保
険
者
で
な
い
者
に
対
す

る
手
数
料
の
軽
減
措
置
を
設
け
る
こ
と
と
し
た
。

三

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

四

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
三
に
つ
い
て
は
、

公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。



徳
島
県
公
立
学
校
情
報
機
器
整
備
基
金
条
例

（
設
置
）

第
一
条

県
又
は
市
町
村
が
行
う
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
（
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
に
規
定
す
る
小
学
校
、
中
学
校
、
義
務
教
育
学
校
、
中
等
教
育
学
校
の

前
期
課
程
又
は
特
別
支
援
学
校
の
小
学
部
若
し
く
は
中
学
部
を
い
う
。）
に
お
け
る
情
報
機
器
の
整
備
に
係
る
事
業
に
要
す
る
経
費
に
充
て
る
た
め
、
徳
島
県
公
立
学
校
情
報
機
器
整
備

基
金
（
以
下
「
基
金
」
と
い
う
。）
を
設
置
す
る
。

（
積
立
額
）

第
二
条

基
金
と
し
て
積
み
立
て
る
額
は
、
予
算
で
定
め
る
額
と
す
る
。

（
管
理
）

第
三
条

基
金
に
属
す
る
現
金
は
、
金
融
機
関
へ
の
預
金
そ
の
他
確
実
か
つ
有
利
な
方
法
に
よ
り
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

基
金
に
属
す
る
現
金
は
、
必
要
に
応
じ
、
確
実
か
つ
有
利
な
有
価
証
券
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
運
用
益
金
の
処
理
）

第
四
条

基
金
の
運
用
か
ら
生
ず
る
収
益
は
、
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
に
計
上
し
て
、
こ
の
基
金
に
編
入
す
る
も
の
と
す
る
。

（
繰
替
運
用
）

第
五
条

知
事
は
、
財
政
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
確
実
な
繰
戻
し
の
方
法
、
期
間
及
び
利
率
を
定
め
て
基
金
に
属
す
る
現
金
を
歳
計
現
金
に
繰
り
替
え
て
運
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

（
処
分
）

初
校

　
徳
島
県
公
立
学
校
情
報
機
器
整
備
基
金
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
六
年
二
月
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徳　

島　

県　

知　

事　
　
　
　
　

後　
　

藤　
　

田　
　
　
　
　

正　
　
　
　
　

純

徳
島
県
条
例
第
一
号



第
六
条

基
金
は
、
第
一
条
に
規
定
す
る
事
業
の
財
源
に
充
て
る
場
合
に
限
り
、
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
委
任
）

第
七
条

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
基
金
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
。

附

則

1

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

2

基
金
は
、
第
六
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
基
金
の
原
資
と
し
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
た
補
助
金
等
（
補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
年
法
律
第

百
七
十
九
号
）
第
二
条
第
一
項
の
補
助
金
等
を
い
う
。）
の
返
還
に
要
す
る
経
費
の
財
源
に
充
て
る
場
合
に
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

3

こ
の
条
例
は
、
令
和
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
る
第
一
条
に
規
定
す
る
事
業
に
要
す
る
経
費
及
び
前
項
の
返
還
に
要
す
る
経
費
の
精
算
が
完
了
す
る
日
限
り
、
そ
の
効
力

を
失
う
。

初
校



徳
島
県
規
則
第
一
号

徳
島
県
技
能
検
定
実
技
試
験
手
数
料
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
二
月
十
五
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

徳
島
県
技
能
検
定
実
技
試
験
手
数
料
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

徳
島
県
技
能
検
定
実
技
試
験
手
数
料
規
則
（
平
成
十
二
年
徳
島
県
規
則
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
表
一
級
、
二
級
、
三
級
（
高
等
学
校
等
の
在
校
生
が
受
け
る
場
合
を
除
く
。
）
、
基
礎
級
及

び
単
一
等
級
の
項
検
定
職
種
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

省
令
別
表
第
十
一
の
三
の
三
に
掲
げ
る
職
種
（
省
令
別
表
第
十
一
の
三
の
四
に
掲
げ
る
職
種
並
び

に
機
械
検
査
、
婦
人
子
供
服
製
造
、
和
裁
、
テ
ク
ニ
カ
ル
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
機
械
・
プ
ラ

ン
ト
製
図
及
び
電
気
製
図
を
除
く
。
）

機
械
検
査
及
び
婦
人
子
供
服
製
造

和
裁
、
テ
ク
ニ
カ
ル
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
機
械
・
プ
ラ
ン
ト
製
図
及
び
電
気
製
図

第
二
条
の
表
一
級
、
二
級
、
三
級
（
高
等
学
校
等
の
在
校
生
が
受
け
る
場
合
を
除
く
。
）
、
基
礎
級
及

び
単
一
等
級
の
項
金
額
の
欄
中
「
二
十
五
歳
」
を
「
二
十
三
歳
」
に
改
め
、
「
雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十

九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
」
及
び
「
二
級
又
は
」
を
削
り
、
「
、
九
千
二
百

円
」
を
「
九
千
二
百
円
、
二
十
三
歳
未
満
の
者
で
あ
っ
て
被
保
険
者
で
な
い
も
の
（
以
下
「
二
十
三
歳
未

満
の
非
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
が
三
級
を
受
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
一
万
三
千
七
百
円
」
に
、
「
、
六

千
百
円
」
を
「
六
千
百
円
、
二
十
三
歳
未
満
の
非
被
保
険
者
が
三
級
を
受
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
一
万
六

百
円
」
に
、
「
、
四
千
三
百
円
」
を
「
四
千
三
百
円
、
二
十
三
歳
未
満
の
非
被
保
険
者
が
三
級
を
受
け
る

場
合
に
あ
っ
て
は
八
千
八
百
円
」
に
改
め
、
同
表
三
級
（
高
等
学
校
等
の
在
校
生
が
受
け
る
場
合
に
限
る

。
）
の
項
中
「
二
十
五
歳
未
満
の
被
保
険
者
」
を
「
二
十
三
歳
未
満
の
者
」
に
改
め
、
同
表
の
備
考
第
二

項
中
「
二
十
五
歳
」
を
「
二
十
三
歳
」
に
改
め
、
「
で
あ
っ
て
雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百

十
六
号
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
被
保
険
者
で
あ
る
も
の
」
を
削
り
、
「
者
で
あ
っ
て
、
」
を
「
者

（
」
に
、
「
に
お
い
て
当
該
被
保
険
者
で
あ
る
も
の
（
同
日
」
を
「
（
以
下
「
受
検
申
請
日
」
と
い
う
。

）
」
に
改
め
、
同
備
考
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

こ
の
表
中
「
被
保
険
者
」
と
は
、
受
検
申
請
日
に
お
い
て
雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律

第
百
十
六
号
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
被
保
険
者
で
あ
る
者
を
い
う
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
表
一
級
、
二
級
、
三
級
（

高
等
学
校
等
の
在
校
生
が
受
け
る
場
合
を
除
く
。
）
、
基
礎
級
及
び
単
一
等
級
の
項
検
定
職
種
の
欄
の
改

正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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